
臆

芽

米

の

f島
精

闘

す

る

研

究

(
蟻
報
)

特
に
脹
芽
米
の
掲
精
ま
米
の
水
分
合
量
さ
の
陶
係!吋

-村

保

緒

言

匪
芽
米
食
が
、
園
民
の
保
健
上
如
何
に
軍
大
友
る
意
識
を
有
す
る
か
は
、
今
更
述
べ
る
迄
も
な
い
。
匹
芽
米
の
楠
精
法
に
開
ナ
る
、
直
接

、J

、J

、J

'

u

'

告

。

。

間
接
の
研
究
に
つ
き
で
は
、
時
軍
帽
締
本
廠
(
二
瓶
氏
(
河
合
民
(
及
び
共
他
の
諸
氏
等
に
よ
っ
て
、
種
K

有
益
友
る
殻
去
が
行
は
れ
て
民

る
。
結
局
現
今
と
し
て
は
、
米
・
掛
精
機
・
同
楠
助
装
置
の
濯
揮
・
及
之
等
機
械
の
接
作
法
の
如
何
に
あ
る
も
の
の
ゃ
う
で
あ
る
。
時
軍
糧
株
↓
午

、J
廠
白
の
費
表
に
よ
れ
ば
、
米
の
濯
搾
事
項
中
に
、
軟
質
米
よ
り
も
硬
貨
米
h
z
可
と
す
る
が
如
し
云
k

と
-
b
る
。
著
者
も
永
年
の
経
験
上
、
臨
芽

米
の
製
活
法
の
一
つ
と
し
て
・
米
の
水
分
含
量
の
多
少
も
亦
一
大
要
因
を
な
し
て
居
る
と
思
っ
て
居
る
。
此
鞘
同
闘
し
で
は
、
既
に
散
年
前

海
軍
の
某
氏
に
も
愚
見
を
呈
し
て
置
い
た
事
が
-b
る
・
併
し
共
後
何
苧
ノ
~
等
陀
閲
す
る
研
究
が
、
他
所
で
行
は
れ
て
居
る
や
う
で
も
た
い
故

に
、
議
に
一
小
貫
験
結
果
で
は
あ
る
が
、
掲
げ
℃
本
題
に
封
す
る
橡
報
と
す
る
。
同
よ
り
議
報
的
の
も
の
で
b
っ
て
、
精
密
な
賓
験
を
訣
い

で
居
る
か
ら
、
大
方
諸
彦
の
叱
E
b
L
受
け
る
霜
は
多
々

-eる
べ
き
も
.
潜
分
た
り
と
も
将
来
の
参
考
l
t
も
な
れ
ば
、
宰
此
上
た
い
事
に
思
ふ
。

賓

験

一
、
米
の
水
分
合
量
Z
揺
精
後
の
応
芽
米
歩
合

腕
芽
米
の
淘
精
に
測
す
る
研
究
(
懲
報
)

五



貯
脈
芽
米
の
縄
摘
に
関
す
る
研
究
(
猿
報
)

一
五

匹
芽
米
の
制
調
浩
に
官
り
、
使
用
玄
米
の
水
分
合
量
卸
ち
乾
燥
度
が
異
る
場
合
、
掛
特
後
の
匪
芽
米
・
歩
合
に
、
如
何
怠
る
閥
係
が
b
る
か
を

見
る
僑
め
に
本
賞
験
を
施
行
し
た
.
昭
和
十
三
年
同
月
に
、
昭
和
十
二
年
産
籾
米
の
士
口
紳
並
に
雌
榊
b
E
試
料
と
し
、
回
附
し
て
水
分
含
量
の

国
拘
る
玄
米
を
作
り
、
消
・
氷
式
小
型
精
米
機
(
沓
式
〉
を
使
用
し
て
捕
精
を
行
ひ
、

-
O分・
4

博
の
匹
芽
米
歩
合
を
調
ペ
て
見
た
。
勿
論
何
等
精
米

聞
は
使
用
し
た
か
っ
た
。
玄
米
の
使
用
量
は
約
一
E
b
T
と
し
た
。
掛
精
程
度
は
、
肉
眼
に
て
b
T
摘
程
度
と
七
分
捕
程
・
躍
と
に
区
別
し
、
一
匹
芽

米
の
掛
精
度
は
七
分
捕
程
度
の
も
の
を
以
つ
で
し
た
.
結
果
は
第
一
表
の
泊
り
で
あ
る
。

一
例

・
此
結
果
に
よ
る
と
、
水
分
一
.七
・
八

μ
の
米
は
掛
精
ニ

O
分
後
に
於
て
牛
摘
程
度
と
な
り
、
且
つ
距
芽
米
歩
合
は
二
四
%
迄
に
減

少
し
、
一
一
一
O
分
後
に
於
て
殆
ん
ど
陣
米
と
な
り
、
四

υ分
後
に
於
て
七
分
・
掲
程
度
と
な
っ
て
匪
芽
米
歩
合
は
僅
々
二
dw迄
に
激
減
し
た
。
故

に
水
分
合
畳
一
七
・
八
un
の
米
で
は
、
予
の
質
融
機
を
使
用
し
て
は
、
到
底
佐
芽
の
建
存
率
八

C
M以
上
の
匪
芽
米
を
縛
る
事
は
不
可
能
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。

二
例

・
此
結
川
市
に
よ
る
と
、
水
分

一
七
・
二
%
の
米
は
掛
梢
三

O
分
に
て
牛
摘
税
・
民
と
.
た
り
、
七
四
%
の
臨
芽
米
を
散
で
五

O
分
に
し

℃
七
分
捕
程
度
と
去
り
、
且
つ
四
八
%
の
臨
芽
の
建
存
率
を
示
し
た
。
故
に
此
場
合
も
予
の
賓
験
機
で
は
、
到
底
八
O
M持
以
・
よ
の
匹
芽
鶴
谷

葱
を
示
す
匹
芽
米
を
得
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。

例

:
此
場
合
水
分

一
五
・
ス
d
m
の
米
は
五

O
分
に
し
て
b
T
揖
税
度
と
な
り
、
七

O
分
に
し
て
七
分
揖
程
・
民
と
な
り
、
匹
芽
残
存
率
は
八

七
U
W
と
七
四
%
と
危
示
し
て
居
っ
た
。
故
に
此
場
合
は
捕
特
時
間
も
延
長
し
た
が
、
匹
芽
の
建
存
率
も
飴
税
増
加
し
た
。
併
し
未
だ
安
を
で

は
な
か
っ
た
。

問
例

・
此
場
合
水
分
一
五
%
の
米
も
五

O
分
に
し
て
牛
・
摘
程
度
、
七
O
分
に
し
て
七
分
・
掛
程
度
と
た
り
、
匹
芽
残
存
率
は
九
五
dw
八
九
%



第
一

表
米

の
水

分
合

量
と

指
摘

時
聞

と
匪

芽
米

歩
合

と
の

嗣
係

百一端一%一一一一回nmw

一

3&胃〉。

羽併一7-一一一邸内向但

一!l一14t1Il--life--61t44111』l-

m純一%一一防白日開wm引明田mw一

長引ー一

pu-- 川;ι引一

英一m純一ぱ

-J川川;jlMJM一 -∞俊一%
066940859500一 に-1分一7om邸印刷即河田白筋叩ω一 一後円1Iliad-1111111-

並一切一%0却

un何回回卸鈍例句帥昭一制一 -tIqui--

合一例司利引川引引釦UU釦川引一

歩一切一

phLF白川丸YEU一 -Mヨa一晴時乙.

米一刷一
%OMM叶阿部創回加者mmzm
・

2w・gw一 一町五一喝糸田

芽一切一jU21;;十鎗;E引引一

盛 一雪山判利引叫叫判刷
l

判叫州制|一

目噌

A噌A噌4

圃

一日制一・
d

・
14]

一

一竺ι湖町釦州川叫叫叫叫叫州出

一日刻一拍車・・・・

4

・・・;・・
j

一

一号出口21UE
ー町

一

一竺ふ叫叫州叫
|恥

lu-W叫叫叫|一

一m一

4

・
6

・
4巴

a-----j1

・ dJ

一

一話以引川引川川川川川川什一

一:
一句¥山加盟1IJ11111IEEl

一 一:
-m-d¥三-

雨¥¥利↑神櫛品開

U

品開締跡調融刊甜脚晶脚副脚袖脚一

一
婚

、醐一宮口雄吉雄官口雄古口雄吉雄音量一

二一副一例明例例倒例例例例例例例-

』¥・-123456789012

同

、¥誠111

圃

部川副mmm出

m凶明郎mm

備
考

・....・
H
・
-
五
分
割
詰
程
度

事告ト・
.
.
…
・
七
分
潟
程
度

ベ
j斜
。
ν
'
<
0
芯
~
→
1
Q
出
怜
昔
~
~
~
l
(
l
怖
主
主
ヨ
2様
記
。

~
e
.
逗
W

4.II:~ホ
1
9

・キ~
~
Q

当~.，çJ凶O
~
や
奇
ト
容
器
・
.
~
'

-¥lO
-1究f.J

-
\
l
-
1
夫
容
誕
舗
や
'
出
株
告
宣
告
主
婦
~
~
1
渓
，

-\lK
~
や
'
<

凶
器
k
米
Q
a
~
!
.
2
遜
~
t
{
I
憶
量
点
(
総
統
〉

l
同

111



腕
芽
米
の
掲
織
に
闘
す
る
研
究
(
激
報
)

一
五
同

o
u
m
以
主
の
脹
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

六
例
・
・
・
此
場
合
水
分

一
四
・
六
u
w
の
米
も
五
O
分
で
b
T
掛
程
庭
、
七
O
分
で
七
分
捕
稗
成
で
、
匹
芽
米
建
存
率
は
九
二
d
w
、
八
七
d
w
と
な

り
、
八
O
%
以
上
の
匹
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
た
。

七
例
・
・
・
此
場
合
水
分

一
一
二
・
八
%
の
米
は
六
O
分
で
学
摘
程
度
、
八
O
分
で
七
分
捕
稗
・
援
で
、
匹
芽
建
存
率
八
九
%
八
三
%
で
、
八
O
d
w

以
上
の
匪
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
た
。

八
例
:
・
此
場
合
水
分
一
四
・コ
一
%
の
米
も
六
O
分
で
宇
摘
程
・
度
、
八
O
分
で
七
分
捕
程
度
・
と
な
り
、
怪
芽
建
存
率
は
九
六
d
w
九
O
u
n
で
、

八
O
d
m
以
上
の
座
芽
米
塗
得
る
事
が
出
来
た
。

九
例
;・
此
場
合
・
水
分
一

二
・
八
%
の
米
も
六
O
分
で
牟
掲
程
度
、
八
O
分
で
七
分
掛
程
度
b
た
り
、
九
六
u
m
九
一
%
の
匪
芽
の
残
存
率
を

示
し
て
、
八
O
M
以
上
の
匪
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
た
。

十
例

:
此
場
合
水
分

一一
二
・
二
%
の
米
も
六
O
分
で
牛
掛
程
度
、
八
O
分
で
七
分
捕
科
度
と
た
り
、
九
八
%
九
五
d
w
の
匪
芽
建
存
率
を
一
不

し
て
、
八
O
%
以
上
の
匹
芽
米
を
得
る
事
が
向
来
た
。

十
一
例

:
此
場
合
水
分
一
二
・
五
%
の
米
は
七
O
分
で
牛
・
拘
粍
度
、
九
O
分
で
七
分
捕
税
廃
と
な
り
、
九
六
U
W
九
一
.
u
m
の
匹
芽
残
存
率
を

示
し
て
、
八
O
U
W
以
上
の
脹
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
た
。

十
二
例
:
此
場
合
水
分

一
示
し
、
八
O
U
以
上
の
匹
芽
米
を
得
る
事
が
出
来
た
。

一
一
・
八
d
w
の
米
も
七
O
分
で
A
T
摘
税
度
、
九
O
分
で
七
分
捕
税
皮
と
な
り
、
九
七
d
w
九
二
%
の
匹
芽
建
存
率
を

以
上
十
二
の
例
を
組
覚
す
る
と
、
米
の
水
分
合
最
が
少
い
場
合
、
帥
ち
乾
燥
度
が
高
い
場
合
に
は
、
掲
精
に
要
す
ろ
時
聞
は
延
長
す
る
が

睦
芽
の
建
存
率
は
増
加
し
て
居
る
。
併
し
水
分
合
量
が
愈
々
減
少
し
た
か
ら
と
云
っ
て
、
共
割
合
に
匹
芽
の
建
存
率
が
増
す
事
は
な
い
が
、



楠
精
時
間
は
僅
宛
延
長
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
故
に
米
の
水
分
合
量
と
掛
精
時
間
と
匹
芽
誠
司
存
率
と
の
一
一
一
者
聞
に
は
、
自
ら
粧
情
的
の
峨

度
が
あ
る
か
の
や
う
で
あ
る
。
本
質
験
の
場
合
で
は
、
極
め
て
官
式
の
栴
精
機
を
使
用
し
て
、
且
つ
組
職
靴
な
方
法
で
や
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

匪
芽
米
の
海
副
帽
に
闘
す
る
研
究
(
輸
血
報
)

一
五
五

一
般
に
共
通
的
念
事
は
一
冨
は
れ
も
仏
い
け
れ
ど
も
、
大
約
水
分
合
量
一
一
一
一
%
か
ら
一
四
%
の
聞
が
、
匹
芽
時
存
率
の
高
い
粧
情
的
水
分
合
量
と

構
す
る
事
が
出
来
ま
い
か
。
勿
論
そ
れ
よ
り
も
水
分
合
量
が
多
い
場
合
で
も
、
匹
芽
の
残
存
率
の
相
官
高
い
場
合
も
無
い
で
は
友
い
が
、
匹

芽
残
存
の
安
全
さ
が
少
く
友
っ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
斯
く
の
如
く
、
匹
芽
米
を
得
る
に
常
つ
て
は
、
米
の
水
分
含
量
も
亦
大
き
な
役

割
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
将
来
は
、
米
の
形
欣
品
質
と
共
に
、
使
用
玄
米
の
水
分
合
量
を
も
大
い
に
考
慮
に
入
れ

τ、
研
究
す
れ
ば
、

精
巧
た
る
摘
精
機
の
能
率
を
一
勝
大
な
ら
し
め
て
、
匹
背
芳
雄
周
存
率
の
高
い
匹
芽
米
を
、
容
易
に
製
倍
す
る
事
が
州
市
水
る
と
思
ふ
次
第
で
あ
る
。

一一
、
指
精
の
促
進
言
米
糠
の
使
用

失
に
常
然
考
へ
度
く
な
る
問
題
は
、
掛
精
時
間
の
短
縮
で
あ
る
。
此
目
的
に
封
じ
て
は
、
従
来
と
も
掲
粉
を
使
用
し
て
居
る
が
、
摘
粉
は

、EJ
、，J

人
組
に
有
害
で
め
る
か
ら
、
人
粗
に
無
害
た
精
米
剤
の
向
現
が
望
ま
し
い
事
悟
な
る
。
共
同
的
に
向
つ
て
は
、
近
来
食
由
望
。
刊
を
主
剤
と
し

、
，
，
、
，
J

、，J

た
精
米
剤
が
問
来
た
り
‘
或
は
米
掛

σ、
米
糠
位
、
、
泊
石
次
、
蝿
籾
殻
粉
伊
等
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
叉
古
老
の
設
に
よ
る
と
、
米
だ
描

紛
が
出
現
し
た
か
っ
た
昔
日
に
は
、
米
僚
に
食
盤
を
混
じ
て
精
闘
を
行
っ
て
尉
っ
た
者
も
b
っ
た
と
の
事
で
め
る
。
之
は
誠
に
商
白
い
着
想

で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
だ
が
今
は
職
時
粗
削
の
非
常
時
で
包
む
っ
て
、
搬
の
使
用
制
限
迄
行
は
れ
は
せ
ん
・
川
と
忠
は
れ
る
時
で
あ
る
か
ら
、
食
嫌

の
使
用
は
暫
く
抜
き
に
し
、
自
給
し
得
る
米
醸
の
利
用
を
楠
精
に
迄
結
び
付
け
て
見
・
髭
い
と
思
っ
た
。
問
よ
り
著
者
は
此
方
商
に
聞
し
て
は

経
験
も
乏
し
く
、
且
つ
無
職
で
は
b
る
が
、
匹
芽
の
建
存
率
を
高
め
、
摘
精
時
聞
を
短
縮
し
、
共
上
金
く
問
貨
危
要
せ
な
い
精
米
剤
は
何
山



臨
芽
米
の
掬
崎
明
に
関
十
る
研
究
(
抽
揖
報
〉

摘精の際の米糠使用と匪芽米歩合
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・・・此時より稼抜きを行ふ。

一
五
六

ミ
考
へ
た
結
果
.
先
づ
是
業
と
も
米
慌
の
使
用
に
つ
き
衿
味
せ

な
く
て
・は
な
ら
な
い
や
う
た
抵
，が
し
た
。
米
糠
は
既
に
市
場
に

於
て
も
試
験
的
竺
伎
町
せ
ら
れ
て
居
る
所
も
あ
る
が
、
著
者
は

叉
調
自
の
立
場
で
何
等
の
捉
は
れ
訟
く
、
米
糠
の
使
用
量
生
多

一
小
賓
験
を
行
っ
て
見
た
。
故
に
以
下
参
考
迄
写
共

日
例
を
掲
げ
る
事
と
す
る
。

く
し
て
、

試
料
は
昭
和
十
二
年
産
官
紳
裁
に
雄
一
柳
で
、
玄
米
の
使
用
量

は
ゴ
計
、
精
米
機
は
清
水
式
小
型
精
米
機
、
玄
米
一
升
に
針
す

る
米
糠
の
使
用
量
は
五
勾
、

一
合
、

一
合
五
勾
と
し
、
米
糠
は

最
初
か
ら
玄
米
花
十
分
混
合
し
て
使
則
し
た
。

芽
米
歩
合
を
調
べ
た
。
結
果
は
第
二
衰
の
通
hvで
あ
る
。

-
C分
毎
陀
距

第
二
表
に
よ
る
と
、
吉
榊
は
米
糠
無
添
加
の
場
合
は
、
六

O

分
で
b
T
棉
程
度
、
八

O
分
で
七
分
捕
根
底
ξ
た
担
、
匪
芽
米
歩

合
は
九
七
%
九
五
dnと
な
っ
て
居
る
。
然
る
に
米
一
升
に
針
し

米
糠
五
勾
添
加
の
場
合
は
、
五

O
分
で
b
T
摘
税
山
氏
、
六

O
分
で

七
分
捕
程
度
と
た
っ
て
、
匹
芽
米
歩
合
は
九
八
dw九
七
U
W
とも仏



り
、
捕
梢
時
聞
は
米
棟
鈍
添
加
の
場
合
に
比
レ
、
五
分
捕
で
約
一

O
分
、
七
分
捕
で
ニ
O
分
の
短
縮
と
な
っ
て
居
る
。
又
米
一
升
に
封
し
米

糠
一
合
添
加
の
場
合
は
、
五
分
掛
で
コ
一O
分
と
問

O
分
と
の
中
間
、
七
分
捕
で
問

O
分
と
た
っ
て
、
米
糠
無
添
加
の
も
の
に
比
し
、
約
二
五

'分
と
四

O
分
と
の
短
縮
と
な
っ
て
居
る
。
米
一
升
に
封
し
米
棟
一
合
五
勾
添
加
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
雄
一
脚
の
場
合
を
見
る
と
、
之

も
士
口
一
脚
の
場
合
と
金
く
同
一
傾
向
を
示
し
て
、
米
糠
添
加
の
も
の
は
無
添
加
の
も
・
の
に
比

L
て
、
著
し
く
時
聞
が
短
縮
さ
れ
て
居
る
。

以
上
の
結
果
を
通
覧
す
る
と
九
米
の
水
分
合
量
に
よ
っ
て
摘
輔
の
漣
・さ
が
臭
っ
て
屈
hv
、
又
米
蹴
慨
を
使
用
す
れ
ば
著
し
く
摘
精
時
間
乞
短

縮
し
、
且
つ
使
用
量
が
増
加
す
れ
ば
或
る
視
皮
迄
は
、
円
屠
短
縮
の
傾
向
主
示
し
て
居
る
。
本
貰
験
に
於
て
は
前
一
升
に
劃
す
る
使
用
品
司
乞
一

合
転
句
に
止
め
た
鴛
め
、
そ
れ
以
土
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
若
し
米
糠
の
使
用
量
が
更
に
増
加
す
れ
ば
、
精
米
機
の
容
量
に
も
限
度
が

-
め
っ
て
、
玄
米
の
使
則
量
を
減
少
せ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
、
却
っ
て
不
得
策
に
な
る
か
も
判
ら
な
い
。
故
に
玄
米
の
容
量
に
針
し
、

約
一
割
乃
至
一
一
割
五
分
位
が
経
済
的
限
度
で
は
あ
る
ま
い
か
。
新
く
の
如
き
範
囲
な
ら
ば
、
匹
芽
の
建
存
率
も
賓
に
多
く
、
七
分
捕
程
度
と

し
て
も
、
臨
芽
の
趣
存
率
九
凶

i
九
八
%
の
好
結
果
を
得
る
事
が
向
来
る
。
併
し
糠
の
使
用
量
が
増
せ
ば
、
一
定
時
間
後
に
於
け
る
、
匹
芽

の
趨
存
率
は
若
干
宛
減
少
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
質
験
は
使
用
電
力
量
、
回
一
時
数
、
共
他
の
精
疲
な
測
定
を
行
っ
て
居
ら
な
い
か
ら
し
て
、
結
論
的
念
事
は
述
べ
る
事
が
出
来
た
い
が
、

nm
に
角
、
米
糠
の
使
用
は
原
料
が
自
給
で
あ
る
し
、
摘
精
時
一聞
が
著
し
く
短
縮
さ
れ
る
し
、
米
醸
の
利
用
に
も
た
る
し
、
共
上
米
の
乾
燥
・
民

を
高
め
て
世
け
ば
、
匪
芽
の
壇
存
宿
中
に
は
全
く
懸
念
が
無
い
-M
ら
、
今
後
は
各
種
精
米
機
に
臨
じ
、
大
い
に
研
究
を
す
る
倒
値
が
あ
る
を
思

点、

以
上
て
こ
の
貰
臆
は
、
極
め
て
不
・
精
確
な
も
の
で
、
諸
彦
の
誹
り
を
菟
れ
な
い
範
囲
の
も
の
で
あ
る
が
4

兎
に
角
佐
芽
米
の
製
也
に
嘗

明
也
芽
撲
の
掬
嫡
に
醐
寸
る
研
究
ハ
怠
報
V

五
七



郎
芽
米
の
岨
向
精
に
闘
す
る
研
究
ハ
輪
車
線
)

一
五
八

つ
て
は
、
使
用
す
る
玄
米
の
水
分
含
量
の
多
少
に
よ
っ
て
、
結
果
に
大
き
な
聞
を
が
出
で
て
、
水
分
合
量
が
少
け
れ
ば
、
妊
芽
の
建
存
率
・
を

容
易
に
安
査
に
高
め
る
事
が
出
来
る
・
事
と
、
且
A
J

叉
若
し
共
際
米
糠
利
則
の
一
端
と
し
て
、
之
bι

摘
輔
の
際
に
混
合
し
て
使
用
す
れ
ば
、
摘

精
時
間
を
著
し
く
短
縮
出
来
て
・
何
等
の
懸
念
な
く
容
易
に
、
完
全
に
近
い
迄
の
匪
芽
米
を
得
る
事
も
強
ち
困
難
た
る
事
で
は
な
い
事
生
、

穣
報
と
し
て
報
告
し
た
戎
第
で
あ
る
。
向
此
問
題
に
関
し
て
は
、
更
に
将
来
と
も
研
究
を
進
め
る
考
へ
で
あ
る
。

摘

要

て
昭
和
十
三
年
四
月
に
、
昭
和
十
二
年
産
の
・
水
分
含
量
を
異
に
し
た
玄
米
を
使
則
し
て
、
米
の
水
分
含
量
と
捕
精
後
の
座
芽
米
歩
合
と
の

関
係
、
拍
精
の
促
進
剤
と
し
て
米
糠
の
使
附
と
の
漁
備
貰
験
を
行
っ
た
。

-
二
、
玄
米
の
乾
煉
由
民
が
高
け
れ
ば
、
低
い
も
の
に
較
べ
、
捕
鞘
時
聞
は
梢
K

延
長
す
る
も
、
匹
芽
の
捜
存
率
を
著
し
く
高
め
‘
安
全
に
容
易

応
、
優
秀
な
る
匪
芽
米
を
得
る
事
が
山
川
来
た
。

三
、
叉
禍
精
の
際
、
楠
精
の
促
進
剤
と
し
て
、
玄
米
一
升
に
到
し
米
糠
-
A口
ル
豆
一
合
五
勾
を
使
用
し
た
る
に
、
橋
精
時
聞
を
著
し
く
-
短
縮

ず
る
事
が
肉
来
て
、
而
も
何
等
の
懸
念
た
く
、
極
め
て
優
秀
な
る
匹
芽
米
を
得
る
事
が
向
来
た
。

(
昭
和
十
一
一
一
年
入
居
一
一
一
日

大
原
農
業
研
剛
九
所
近
濠
研
究
室
)

主

要

文

献

ハ
1
)阿
久
海
正
磁

丹
印
精
米
割
問
の
鱒
精
試
曲
聞
に
就
て
、
米
の
友
第
六
容
第
四
惣
コ
一二
!
一
一
一
七
、
昭
和
九
年



円

2
)
朝
鮮
創
価
圃
府
毅
物
検
査
所

米
粉
に
依
る
白
米
鱒
精
神
風
値
圏
.
朝
鮮
度
曾
報
第
七
谷
第
八
蛾
六
八

1
七
六
、
昭
和
八
年

(

S

)

河
合

内

4
)二
紙

隼
人

E
芽
米
に
裁
て
の
研
究
、
一
三
重
高
島
拳
術
品
嘱
報

ハ5
)陸
世
串
岨
檀
林
本
廠

置
芽
米
の
製
遣
に
就
い
て
、
血
相
友
第
五
容
第
四
焼
四

l

貞

貨
駿
精
米
要
設

鈴
木
梅
太
郎

ハ6
)錐
波

得

三

後

藤

道

生

精
米
側
に
依
る
米
般
の
鍋
精
に
就
い
て
、
米
の
友
第
六
谷
第
五
‘
六
按
・
昭
和
九
年

甘
穴
他
省
略院

芽
米
の
地
問
織
に
闘
す
る
研
究
(
殻
報
)

一
五
九


